
 

海老名市立柏ケ谷中学校 学校運営協議会 議事録 

（令和８年度 第６回） 

 

１ 日時         令和８年 10 月 10 日（土）10：00～12：00 

 

２ 場所         海老名市立柏ケ谷中学校 第一会議室 

 

３ 出席委員    羽野健二委員、小林麻衣委員、海野望委員、石田誠委員、 

金川直美委員、佐藤充明委員、寺和彦委員、橋本絵美里委員 

小宮洋子委員、渡辺優士委員 

※学校より、荒木育栄総括教諭が出席 

 

４ 会議の内容  

（１）委員長挨拶 

澁谷委員長、二見副委員長欠席の為、小宮委員より挨拶。 

（２）議事 

議事１：「探究学習」について 

 【小宮委員（校長）より進捗報告および課題の提起】 

  ・「自分たちで主体的に考えやり遂げる力」をつけることが目的であり、テーマ 

はあるが、クラスによって取組内容がかわってくる。 

     ・学校の外に目を向け、地域の方等に来ていただいたり相談させていただいたり 

することも大切で、学校運営協議会の皆様に子どもたちが直接相談するという 

形も理想的。 

     ・これまではどちらかというと、失敗しないように担任が矯正していたが、探究 

学習では失敗も勉強のうち。振り返りをしっかり行い次はうまくいくよう考え 

させる。 

 

 【各委員からの意見・提案】 

     小林委員：小学生も探究学習を行っており、そこでは意見が飛び交っていた。 

中学生は守りに入りやすく、頭の中では深く考えていても意見として 

なかなか言わない。その一歩目をどう引き出していくか、大人のサポ 

ートが必要かも。 

羽野委員：最初のテーマ設定が難しいかもしれない。 



海野委員：自分の身近なところからテーマを探す。親に聞く、地域の人に聞く。 

学校運営協議会が窓口になるのもよいと思う。 

寺委員： クラス単位だと発言できる生徒が限られるため、グループごとに分け 

ることで自分の意見が言いやすく、細かく深いテーマまで話し合える。 

金川委員：先生を通して話を聞くよりも、生徒自身で地域の人の話を聞きに行く 

方がいい。グループ活動から始まり、最終的にクラス単位でまとまっ 

ていく形が理想かと思う。 

石田委員：大人は答えを教えるのではなく「情報をちらっと出す」というような 

裏からのサポートや調整が必要なのだと思う。 

探究学習の時間外でも、ふと思いついたことをメモとして入力してグ 

ループやクラスに共有できる仕組みがあれば、個人意見がこぼれにく 

くなるのではないか。 

     

【小宮委員（校長）より今後の会議開催日についてのご相談】 

  今後について「学校運営協議会の開催日を総合的な学習の時間と合わせることが 

できれば、子どもたちがその会議に来て相談ができるので平日開催と休日開催を 

交互くらいにできれば…」という相談。 

→委員了承。 

 

議事２：令和８年度学校運営協議会実施事業の進捗について 

【部活動のイベント参加】 

 大塚ふるさとまつりへ 4 つの部活動が参加。 

 事前準備は卓球部が２時間半ほどで完了。当日はサッカー部・女子バレー部が 

神輿を担ぎ、美術部が受付や協賛の紙の掲示を担当した。 

【大塚ふるさとまつり片付け参加】 

 まつり翌日、1 学年生徒がテント・分別・ゴミ拾いの３チームに分かれて片付け 

に参加。昨年度は教員が指示を出していたが、今年度は率先して地域の方が指 

導をしてくださる場面が多く見られた。 

○課題と改善点 

 天候への懸念：雨天時に雨宿りする場がなく、今年は午後の芸術大会は学校 

で実施した。 

 人数と範囲：人数が多く余る、あるいはゴミの量が少ない。来年度は分担等 

を見直し、範囲を広げるなどの工夫も必要か。 

安全面：今年度はガラスの破片が多く、事前に大人で見回りや収集を行った 



うえで、生徒たちへの注意事項の共有が必要。車や安全確認も含め、 

地域の大人で行い、引率教員は生徒の見守りに専念できるよう配置 

する。 

その他：地域との活動が増える分、写真の取り扱いやプライバシー等につい 

    てしっかりと周知していく。 

橋本委員：地域の祭りに中学生が手伝いとして来るということが定着しており、 

来てくれるだけで、地域の人たちは元気になる。 

小林委員：1 年生だからこそ純粋に取り組めている面はある。今の小学 6 年生の 

中にも、このイベントを楽しみにしている子がいる。 

 

【体育祭の地域参加】 

 地域チームの玉入れを実施予定。役割分担は当日に参加者を含め決定する。 

 

【柏中型応援団】 

 合唱祭に大学生５人が受付、段組み、整列などで協力。 

 今後も協力してもらえる仕組み、受け入れの制度などを考えていく。 

 

【２年職場体験学習・１年職業講話】 

 荒木総括教諭より２年職場体験学習の進捗について報告 

 ・受け入れ先が約 162 人分見つかり、希望通りの職場にならない部分もあるが 

まずは全員が体験できる数は達成可能な見込み。 

 ・当日中学生を受け入れていることが分かるようなものを用意したい。 

 小宮委員（校長）より 1 年職業講和について報告 

 ・今年度は実施しない方向。探究学習の中で地域の方に仕事のことについて伺 

えたらよいと考えている。 

 

（３）次回の学校運営協議会の日程について 

第７回学校協議会日程･･･令和８年 11 月 18 日（水）13：30 より 


